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プレスサイト アウディコミュニケーション センター

（欧州発表資料）

アウディ、 に を搭載

デジタル世界への新たな扉を開く

 アウディはクルマとデジタル世界の統合を推進

 電気自動車の で を利用可能

 車両の システムへ 音声サービスをシームレスに統合

 は他のモデル及び市場にも導入予定

年 月 日、インゴルシュタット：アウディは、デジタル化戦略を体系的に推進することで、

お客様に、これまで以上に優れたコネクティビティを提供しています。その最新の例が、新しい電気

自動車の に搭載された、 の （アレクサ）音声サービスです。この機能は、

オペレーティングシステムにシームレスに統合されており、スマートフォンを必要としません。

アウディは、高い人気を誇る の音声サービスを、 に組み込みました。 を搭載

したことによって、自宅や 対応デバイスで利用しているのと同じ機能やサービスに、 の

車内からアクセスできます。 （オーディブル）、 （アマゾンミュージック）、

（チューンイン）などを経由して、ニュース、天気、スポーツの結果を確認したり、食料品を注文したり、

予定リストにスケジュールを追加したり、音楽やオーディオブックをストリーミング再生したりする

ことができます。さらに、 の様々な「スキル」にアクセスすることもできます。スマートホーム

コントロールを使用すれば、クルマに話しかけるだけで、自宅のドアをロックしたり、ライトを消したり、

ガレージのドアを閉めたりすることができます。

において、 音声サービスは システムにシームレスに統合されました。ドライ

バーは、スマートフォンのアプリを使用する必要はなく、携帯電話とクルマをペアリングする必要も

ありません。唯一しなければならないことは、クルマと アカウントをリンクさせることです。

その後、車載ボイスコントロールシステムを介して、音声サービスを起動することができます。機能を

起動するためのキーワードである「 」と発話するだけで、 システムの モジュールは、

車載システムを介して接続を確立し、 のサーバーにクエリを送信します。コンテンツと情報は、

クルマのオーディオシステムを通じて再生されます。

アウディは 年、車とのインターフェイスとしてボイスコントロールをいかに重視しているのかを

具体的に示しました。ラグジュアリーセダンの でデビューして以来、すべてのモデルシリーズに

体系的に展開している自然言語に対応したボイスコントロールシステムには、自己学習機能を備えた

ダイアローグマネージャーも搭載されています。

エレクトリクス／エレクトロニクス統括責任者のトーマス ミュラーは、次のように述べて

います。「インテリジェントな会話の機能やデジタル音声サービスを搭載したクルマは、もはや新しいもの

ではなくなっています。そのため、インフォテイメントシステムに を統合することは、当然の

ステップでした。私たちは、家庭でも道路でも、一貫したユーザーエクスペリエンスをお客様に提供



 

 

したいと思っています」

副社長のネッド クーリックは、次のようにコメントしています。「私たちのビジョンは、自宅、

職場、外出先のどこにいても、 を利用できるようにすることです。 をクルマに直接組み込む

ことによって、オーナーは に話しかけて音楽を再生したり、電話をかけたり、膨大な数のスキルに

アクセスしたりすることができます。プレミアムブランドのアウディと協力し、新しい や

他のモデルにおいて、 の素晴らしい体験をお届けできることを大変嬉しく思っています」

の統合は、両社にとって初めての共同プロジェクトではありません。アウディは 年後半以降、

数多くのモデルで、 サービスの一環として、 アプリを経由した の

ストリーミングサービスを提供しています。アウディは、 の発売に続き、北米およびほとんどの

ヨーロッパ諸国において、追加のモデルに を統合し、ユーザー体験における新たな扉を開きます。

※本リリースは、 配信資料の翻訳版です。


